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【要 　旨】

早期療育は，自閉症スペクトラム児にとって有効
であり，その家族にも良い影響をもたらすとされて
いる．本研究では，家族の中で一番子どもとの関わ
りがあるであろう母親のストレスと早期療育の関連
性を検討することを目的とした．
研究方法は，質問紙を用いて �県内の ��幼稚園ま

たは保育所と療育機関の二ヶ所に通う自閉症スペク

トラム児をもつ母親，��療育機関のみに通う自閉症
スペクトラム児をもつ母親を対象に，調査を実施し
た．質問紙の内容は，田中（����）の母親のストレ
ス尺度，中嶋ら（����）の育児ストレス認知尺度な
どから構成した．
調査の結果，全体の回収数は，���名（	�
��）で

あった．有効回答数は���名（�	

�）であった．ま
た，各ストレス尺度に関して，因子分析を行い，因
子の検討を行った．その結果，母親のストレス尺度

については，�つの因子が抽出できた．また，育児

ストレス認知尺度については，	つの因子が抽出で
きた．また，母親のストレス尺度の平均合計得点と
育児ストレス認知尺度の平均合計得点の間に，有意
な関連が見られた．
次に，子どもが療育機関に通所し始めた際の母親

の心境の変化（「変わったと思う」「変わりない」分
からない）の 	群に分かれる）の有無による各スト
レス尺度の平均合計得点と各因子の平均合計得点に

ついて統計処理を行い，有意差を検討した．母親の
ストレス尺度においては，	群の差は 
 �水準で有
意差が認められた．また，育児ストレス認知尺度に
おいては，	群の差は � �水準で有意差が認められ
た．この結果より，他群に比べ「分からない」という
群の母親のストレスが一番高く，「変わりない」とい
う群の母親のストレスが一番低いことが分かった．
母親の心境の変化についての自由記述と，この分

析結果を照らし合わせ，更に分析を深めていきたい．


